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経験的手法

　

冷
静
に
受
け
止
め
、
正
し
く
恐
れ
る　
～
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
～

　

愛
媛
県
は
平
成
25
年
６
月
10
日
、
地
震
被
害
想
定

調
査
第
一
次
報
告
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

南海トラフ
巨大地震

安芸灘～伊予灘～
豊後水道の
プレート内地震

讃岐山脈南縁－石
鎚山脈北縁東部の

地震
石鎚山脈
北縁の地震

石鎚山脈北縁西部
－伊予灘の地震

震度７ 震度６弱 震度４ 震度４ 震度６強

（表１）愛媛県が想定した各地震における大洲市の最大震度

図１　南海トラフ巨大地震の震度分布

凡　例

震度７

震度６強

震度６弱

震度５強

【
こ
れ
ま
で
の
国
・
県
な
ど
の
動
向
】

▽ 

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
従
来
の

想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震
と
津

波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

▽ 

こ
れ
を
受
け
、
内
閣
府
は
、
南

海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
発
生
頻
度

は
極
め
て
低
い
も
の
の
、
発
生

す
れ
ば
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波

に
つ
い
て
、
平
成
24
年
８
月
に

想
定
結
果
を
公
表　

▽ 

愛
媛
県
は
、
国
が
大
規
模
地
震

と
し
て
検
討
対
象
と
し
た
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
ほ
か
、
愛

媛
県
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

中
央
構
造
線
断
層
帯
に
よ
る
地

震
な
ど
、
愛
媛
県
に
お
け
る
最

大
ク
ラ
ス
の
地
震
発
生
に
伴
う

被
害
想
定
調
査
を
実
施

 

市
内
の
一
部
で
震
度
７

　

今
回
の
愛
媛
県
の
想
定
に
よ
る
と
大

洲
市
に
お
け
る
最
大
震
度
は
、
表
１
の

と
お
り
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る

も
の
で
、
そ
の
市
内
各
地
の
揺
れ
の
様

子
は
、
図
１
の
分
布
と
な
り
ま
し
た
。
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津
波
に
備
え
る

最
高
津
波
水
位
（
表
２
）

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
最
高
津
波

水
位
︵
表
２
︶
は
、
長
浜
港
の
沖
合
30

メ
ー
ト
ル
地
点
に
お
け
る
津
波
の
最
大

値
を
示
し
た
も
の
で
標
高
︵
東
京
湾
平

均
海
面
か
ら
の
高
さ
︶
３
・
８
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
津つ

波な
み

波は

高こ
う

は
、
長
浜
港
で
最
大
２
・
２
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

津
波
到
達
時
間
（
表
３
）

ア�

海
面
変
動
影
響
開
始
時
間

　

地
震
が
発
生
す
る
と
地
殻
変
動
に
よ

り
地
盤
の
隆
起
・
沈
降
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
瀬
戸
内
海
側
で
も

傾
き
の
生
じ
た
海
面
に
よ
り
流
れ
が
生

じ
、
海
面
変
動
が
発
生
し
ま
す
。

　

海
面
変
動
の
影
響
開
始
時
間
は
、
地

震
発
生
後
の
海
面
か
ら
＋
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス－
20
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
変
動
が
生
じ
た
時
の
時
間

を
表
す
も
の
で
、
必
ず
し
も
震
源
域
か

ら
伝
播
し
て
く
る
直
接
的
な
津
波
の
影

響
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長

浜
町
出
海
や
長
浜
港
で
は
、
地
震
発
生

後
４
分
で
影
響
が
生
じ
る
の
で
海
岸
で

は
注
意
が
必
要
で
す
。

イ�

最
高
津
波
水
位
到
達
時
間

　

市
内
の
海
岸
部
で
は
、
お
よ
そ
２
時

間
半
後
に
最
高
津
波
水
位
と
な
る
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。　

ウ�

津
波
到
達
時
間

　

１
メ
ー
ト
ル
の
津
波
到
達
時
間
が
市

内
で
一
番
早
い
の
は
、
長
浜
町
出
海
の

28
分
で
、
前
述
の
海
面
変
動
の
影
響
に

よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
長
浜
港
で
は

１
時
間
29
分
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
長

浜
町
出
海
︵
28
分
︶
と
ほ
ぼ
同
じ
時
間

に
１
メ
ー
ト
ル
に
達
し
な
い
も
の
の
、

そ
れ
に
近
い
水
位
の
津
波
到
達
が
予
測

さ
れ
て
い
て
、
注
意
が
必
要
で
す
。

東京湾平均海面からの標高（A）+（B） うち朔
さく

望
ぼう

平均満潮位（A) うち津波波高（B)

3.8ｍ 1.6ｍ 2.2ｍ

（表２）長浜港における最高津波水位

朔望平均満潮位：朔（新月）および望（満月）の日から５日以内に現れる各月の最高満潮面の平均値

※　+１ｍ：津波水位から初期潮位（朔望平均満潮位）を引いた波高が+１ｍになった時間（+２ｍも同様）

（表３）海面変動影響開始時間を含む津波到達時間

最短津波到達時間

±20㎝ ＋１ｍ※ ＋２ｍ 最高津波水位

長浜町出海 ４分 2８分 ２時間1４分 ２時間35分

長　浜　港 ４分 １時間2９分 ２時間22分 ２時間４5分

 津波の解説図

津
波
に
よ
る
浸
水
深
が
示
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
発
表
さ
れ
た
国
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
想
定
で
は
、
本
市
で
津
波
浸
水
域
︵
海

岸
線
か
ら
陸
域
に
津
波
が
遡
上
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
区
域
︶
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、今
回
の
県
報
告
書
で
は
、

長
浜
の
市
街
地
を
は
じ
め
、
海
岸
地
域
で
最

大
浸
水
深
︵
陸
上
の
各
地
点
で
水
面
が
最
も

高
い
位
置
に
来
た
時
の
地
面
か
ら
水
面
ま
で

の
高
さ
︶
が
１
～
２
メ
ー
ト
ル
の
想
定
と
な

っ
て
い
て
、
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
浸

水
域
が
93
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
る
と
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。︵ 

図
２�

と 

図
３�

︶

　

な
お
、
こ
の
津
波
被
害
の
想
定
の
前
提
と

な
る
地
震
発
生
後
の
構
造
物
な
ど
の
条
件

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
護
岸
お
よ
び
防
波
堤

　

 　

耐
震
や
液
状
化
に
対
す
る
技
術
的
評
価

結
果
が
な
け
れ
ば
、
構
造
物
は
地
震
お
よ

び
液
状
化
に
よ
り
全
て
破
壊
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

▽
堤　

防

　

 　

耐
震
や
液
状
化
に
対
す
る
技
術
的
評
価

結
果
が
な
け
れ
ば
、
地
震
お
よ
び
液
状
化

に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
堤
防
高
は
地
震
前
の

25
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
さ
︵
効
果
︶
に
な
る

も
の
と
す
る
。

▽
道
路
・
鉄
道

　
　

地
形
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

▽
水
門
な
ど

　

 　

耐
震
自
動
降
下
対
策
済
み
の
施
設
お
よ

び
常
時
閉
鎖
の
施
設
は
閉
じ
た
状
態
と

し
、
こ
れ
以
外
は
開
い
た
状
態
と
す
る
。
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【注】無人島については浸水深の着色をおこなっておりませんが、津波が来ないということではありません。

【留意事項】

○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくり

　に関する法律(平成23年法律第123号)第8条第

　１項に基づいて設定するもので、津波防災地

　域づくりを実施するための基礎となるもので

　す。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が

　悪条件下において発生した場合に想定される

　浸水の区域(浸水域)と水深(浸水深)を表した

　ものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を

　基に、過去に実際に発生した津波や今後発生

　が想定される津波から設定したものであり、

　これよりも大きな津波が発生する可能性がな

　いというものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や

　建築物の影響のほか、地震による地盤変動や

　構造物の変状等に関する計算条件との差異に

　より、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水

　深がさらに大きくなったりする場合がありま

　す。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、

　避難を中心とした津波防災対策を進めるため

　のものであり、津波による災害や被害の発生

　範囲を決定するものではないことにご注意下

　さい。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、

　第二波以降に最大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内

　や湖沼内の水位変化を図示していませんが、

　津波の遡上等により、実際には水位が変化す

　ることがあります。

○　今後、数値の精査や表記の改善等により、

　修正の可能性があります。

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図25000を複製したものである。（承認番号　平25情複、　第129号）
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図２　津波被害想定区域（長浜、青島、沖浦、今坊、須沢） ［今坊］

図３　津波被害想定区域（櫛生、出海）
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【留意事項】
○�　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する
法律（平成23年法律第123号）第８条第１項に基づい
て設定するもので、津波防災地域づくりを実施するた
めの基礎となるものです。
○�　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下
において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水
域）と水深（浸水深）を表したものです。
○�　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過
去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波
から設定したものであり、これよりも大きな津波が発
生する可能性がないというものではありません。
○�　浸水域の浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の
影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状など
に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水
が発生したり、浸水深がさらに大きくなったりする場
合があります。
○�　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心
とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波
による災害や被害の発生範囲を決定するものではない
ことにご注意ください。
○�　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波
以降に最大になる場所もあります。
○�　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内
の水位変化を図示していませんが、津波の遡上などに
より、実際には水位が変化することがあります。
○�　今後、数値の精査や表記の改善などにより、修正の
可能性があります。

［青島］

［長浜］

［沖浦］

［須沢］

［櫛生］

［出海］

広報大洲 ８月号15



　

今
回
公
表
さ
れ
た
愛
媛
県
の
地
震
被

害
想
定
は
、
愛
媛
県
地
震
被
害
想
定
調

査
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
想
定
外
を

排
除
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し

た
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
を
、
幅
広
く
検

討
す
る
と
い
う
姿
勢
で
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
の
巨
大

地
震
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
愛
媛
県
で
は
巨
大
地
震
に
伴

う
人
的
・
物
的
被
害
お
よ
び
経
済
被
害

な
ど
を
推
計
す
る
こ
と
と
し
て
い
て
、

ま
と
ま
り
次
第
、
順
次
公
表
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

市
で
は
、
愛
媛
県
の
地
震
被
害
想
定

調
査
第
一
次
報
告
の
結
果
や
、
近
く
公

表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
人
的
・
物
的
被

害
報
告
な
ど
を
踏
ま
え
、
大
洲
市
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
行
政
の

推
進
、
防
災
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

 

津
波
に
対
す
る
市
の
取
り
組
み

▽
海
岸
地
域
で
の
海
抜
表
示

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
津
波

か
ら
の
避
難
に
役
立
つ
情
報
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
海
岸
地
域
で
の
海
抜
表
示

板
の
設
置
箇
所
を
増
や
す
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

津
波
に
備
え
る
意
識
を
高
め
る
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
す
。

▽
避
難
路
な
ど
の
整
備

　

市
で
は
今
年
度
、
津
波
・
浸
水
避
難

路
な
ど
の
整
備
に
関
す
る
補
助
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。
自
主
防
災
組
織
が
実

施
す
る
避
難
路
な
ど
の
整
備
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に

お
け
る
避
難
支
援
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

▽
県
や
他
市
町
な
ど
と
の
連
携

　

県
内
自
治
体
な
ど
の
連
携
強
化
を
図

る
た
め
、
愛
媛
県
広
域
防
災
・
減
災
対

策
検
討
協
議
会
が
今
年
度
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
市
で
は
、
県
や
他
市
町

と
連
携
し
被
害
の
最
小
化
に
努
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

 

災
害
時
の
避
難
情
報
に
つ
い
て

　

災
害
時
の
避
難
誘
導
に
つ
い
て
、
防

災
行
政
無
線
や
大
洲
市
災
害
情
報
メ
ー

ル
、
広
報
車
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
文
字

配
信
な
ど
に
よ
り
、
避
難
先
や
避
難
経

路
な
ど
の
情
報
を
適
切
に
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

▽ 

大
洲
市
防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
︵
０
０
︶
８
８
６
３

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課

☎
㉔
１
７
４
２

　

国
や
県
が
そ
れ
ぞ
れ
公
表
し
た
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
被
害
想
定
は
、

私
た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し

た
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
の
は
﹁
千
年

に
一
度
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
低
い

頻
度
で
発
生
す
る
よ
う
な
地
震
・
津

波
﹂︵
平
成
25
年
３
月
18
日
、
古
屋

防
災
担
当
大
臣
記
者
会
見
発
言
要

旨
︶
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
よ

う
な
﹁
想
定
外
﹂
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
被
害
に

向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

厳
し
い
数
字
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
被
害
想
定
を
前
提
と
し
て
、
一

歩
一
歩
着
実
に
対
策
を
進
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
、
発
生
頻
度
の
高
い
、

よ
り
被
害
の
小
さ
い
地
震
・
津
波
に

対
し
て
も
有
効
な
防
災
・
減
災
対
策

で
も
あ
り
ま
す
。

　

国
は
、先
の
被
害
想
定
に
合
わ
せ
、

対
策
の
具
体
的
な
内
容
を
示
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
決
し
て
特
別

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

の
は
、
建
物
の
耐
震
化
や
家
具
な
ど

の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策
、
津
波
に

対
し
て
は
迅
速
に
避
難
し
、
火
災
に

対
し
て
は
、
消
火
器
材
の
保
有
率
を

高
め
る
な
ど
、
従
来
の
防
災
対
策
を

地
道
に
進
め
る
な
ど
極
め
て
基
本
的

な
取
り
組
み
で
す
。

　

対
策
を
講
じ
る
上
で
重
要
な
こ
と

は
、
ハ
ー
ド
対
策
に
過
度
に
依
存
す

る
こ
と
な
く
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
か
ら
学
ん
だ
よ
う
に
、
日
頃
か
ら

の
避
難
訓
練
、
防
災
教
育
、
災
害
教

訓
の
伝
承
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
ソ
フ
ト
対
策

に
よ
る
具
体
的
な
効
果
は
算
定
し
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
継
続
的

に
実
施
す
れ
ば
確
実
に
効
果
は
現
れ

ま
す
。
市
を
は
じ
め
、
地
域
や
一
人

ひ
と
り
が
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
で

き
る
範
囲
の
減
災
対
策
を
少
し
ず
つ

積
み
重
ね
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
災

害
の
経
験
を
将
来
に
生
か
そ
う
と
努

力
し
て
い
く
、﹁
正
し
く
恐
れ
る
﹂

と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

コ
ラ
ム

  

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
す
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